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１．はじめに 

 地盤改良工事の BIM/CIM の実施にあたっては,地盤改良杭の全本数の

３次元モデル作成と多数の項目の属性情報付与が必要となる.BIM/CIM モ

デル作成には,労力と時間がかかることが BIM/CIM の普及における課題の１

つである.市販ソフトウェアを用いて３次元モデルを自動生成し,属性情報を

付与した際の工夫と,自社開発したシステムによる属性情報付与の効率化に

取り組んだ２つの事例を報告する. 

 

２．市販ソフトウェアを用いた事例 

 神奈川県の横浜港新本牧地区地盤改良工事においては,市販ソフトウェ

アを用いて,３次元モデルの自動作成と属性情報付与を行った. 

（１）３次元モデルの自動生成 

地盤改良杭モデルの作成においては,３次元 CAD での複数コマンドの繰返

し入力になるため，表計算ソフト Excel を用いて自動作図コマンド表を作成

し,Autodesk 社の Civil3D で３次元モデルを自動作成し,省力化を図った． 

 自動作図コマンド表は表データ形式で計画時の X 座標・Y 座標，施工時

の天端高・先端深度の各数値データと,作図コマンドを併記したものである

(表-1).コマンド表をコピーし Civil3D のコマンドラインに貼り付けてコマンド

を実行し,地盤改良杭のソリッドモデルを自動生成した.この方法で SCP 杭

と CDM 杭,計約 4000 本の地盤改良杭モデルを自動で作成した（図-1）．

これにより,手動でのモデル作成操作時の数値入力の間違いを防止し，モ

デル作成時間を大幅に削減することができた．この作成方法は，形状が一

様で,部材数が多く,位置座標 XYZ や杭長など異なる数値データを反映さ

せてモデルを作成する場合に有効である． 

（２）属性情報の付与 

 作成した地盤改良杭モデルを Autodesk 社の BIM/CIM 統合ソフトウェア

Navisworks に読み込み，伊藤忠テクノソリューションズ社の属性管理ソフト

ウェア Navis+により属性情報を付与した(図-2)(図-3)． 

 ３次元モデルと属性情報の紐づけには，Civil3D 上のハンドル識別値(オ

ブジェクト毎に付与される値)を用いた．ハンドル識別値(16 進数)を計算し,

モデルの番号としてリスト化した.属性情報の内容は,従来の出来形管理図

表にまとめられた数値を用いる.これにより,３次元モデル１つずつに属性付

与する作業が不要となり,一括で複数の３次元モデルへ属性情報を付与

することで,大幅に効率化することができた. 

 

 キーワード BIM/CIM 属性情報 ３次元モデル 地盤改良 SCP CDM 
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図-3 属性情報(SCP) 
(上段:直接付与,下段:外部参照) 

図-2 CDM 施工 BIM/CIM モデルの属性情報 

図-1 新本牧地盤改良工事で作成した 
BIM/CIM モデル(全体) 

表-1 CDM 自動作図コマンド表(一部) 
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３．BIM/CIM 属性自動付与システム(SCP) 

 北海道の石狩湾新港地盤改良工事においては，３次元共有ファ

イル形式である IFC ファイルへの属性付与を自動的に行うシステ

ムを開発・運用し,現場管理の省力化を図った． 

 BIM/CIM 属性自動付与システムの概要を図-4 に示す.出来形

管理情報にあたる部分については地盤改良船に設置する施工管

理システムから CSV 形式でデータが出力される．このデータをクラ

ウドサーバーにアップデートすると，IFC 形式の BIM/CIM モデル

に属性情報が自動的に直接付与され,出来形管理表に数値入力

が行われる.また,クラウドサーバーの BIM/CIM モデルを現場から

離れた場所で閲覧し,砂杭出来形や進捗を把握することができる. 

 本システムは，船側の施工管理システムにて記録される杭心位

置や杭天端高さ，先端深度などの計測値確認後に SCP 杭打設デ

ータとしてクラウドに保存するところから始まる．属性情報自動付与

システムはクラウドのデータフォルダを監視しており，SCP 杭打設

データが新規データファイルとしてアップデートされるとプログラム

が稼働し，BIM/CIM モデルへの属性付与と出来形管理表の作成

を自動的に行う．オシログラフ（PDF ファイル）については施工管理

項目に外部参照としてファイルリンクが自動的に付与されるととも

に，リンク先フォルダ（IFC の ATTRIBUTE＜属性＞フォルダ）へ保

存される． 

 図-5 に示すようにデータ付与の際には，「施工済み範囲」や「施

工許容偏差内ではあるものの，一定以上の偏差が計測された杭」

（例えば自主規格値外）などに自動で着色する機能により，施工の

進捗確認や精度管理を３次元で可視化することができる．施工済

みの杭が合格であれば緑色に表示されることで,出来形検査の効

率化も期待できる．また,杭の偏心や天端高・先端深度を IFC モデ

ルに反映(移動・変形)することにより，施工結果を考慮した後工程

の検討などへの活用も見込まれる． 

 BIM/CIM 属性自動付与システム（SCP）は IFC ファイルへ属性

情報の直接付与を行う.ＩＦＣファイルは共通３次元モデルファイル

形式であり,汎用性が高い.IFC ファイルを表示する Web アプリケ

ーションやソフトウェアにて,付与した属性情報が表示されることを

確認できており,様々な端末で閲覧可能である． 

 

４．おわりに 

 施工段階で作成する BIM/CIM モデルは,維持管理や検査への活用が期待されているが,３次元モデル作成や属性付与の

ツールは多種多様であり,それらのツールを選定することとツールを使いこなすことが難しい. 

 市販ソフトウェアを用いた事例では,使い方の工夫により省力化し,市販ソフトウェアを活用できることを確認した.また,自社

開発したシステムは様々な BIM/CIM ソフトウェアに対応できる IFC ファイルが対象であるため汎用性が高い特徴がある. 

 建設プロセスで必要とされる BIM/CIM モデルを,誰もが効率的に容易に作成・活用できるようにするため,引き続き,適切な

ツールの選択やシステム開発を継続していきたい. 

図-4 BIM/CIM 属性自動付与システム（SCP） 
のシステム概要 

図-5 データ付与後の IFC ファイルの 
属性情報および着色 
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